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込められているのではないか」【傍点原文】との解釈が示された3。   
ここで，読者の「仰天」した理由について，若干の説明を試みたい。到達度評価・目標運動に  
ついては，天野正輝によって以下のように総括されている4。  
到達度評価・目標運動は，通信簿の改善や指導要録の評価の改善にとどまらず，基礎学力・   
学力の保障，そのために「どの子にもわかる授業を創造する」という課題があったのである。   
その際最も基本的で重要な作業が目標分析・目標設定であった。  
到達度評価実践は，＜各教科の学年目標←→各教科の基本的指導事項の到達目標←→各教科   
の授業過程での達成目標←→学年末の総括評価＞という目標一評価のひとまとまりのサイクル   
として示される，狭義の教育過程の次元における教育評価を構造化すること，すなわち「到達   
度評価システム」を目指したものである。教育行政をも視野に入れたトータルな民主的教育体   
制を指すものとしては「到達度評価体制」という言葉が用いられた5。  
つまり，到達度評価実践は，目標分析・目標設定に基づいて，狭義の教育過程において教育評  
価を構造化し，システムとして成立させることを目指している。   
一方，生活綴方については，一般的には以下のように定義されている。  



















の疑問にこたえて発表した1980年代の論考である。   
ただし，1990年代に入り，中内は生活綴方の規定に重要な変更を加えている7。生活綴方は教  
育のように考えられてきたが，実は「r形成」過程を対象にして組織された人間形成活動」8であ  
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いない。本稿では，中内が生活綴方の規定を変更したことによって，到達度評価・目標運動と生  
活綴方運動の関係をどのように捉え直す必要が出てくるのか，この点についても若干の考察を加  






一 生活撥方運動と到達度評価・目標運動の関係－1980年代の中内敏夫の所論から  























教材の良否などの教育活動」に対して行われるというのが中内の主張である12。   
また，生活綴方については，この時点では中内は「教育体系」13であると述べている。生活綴  
方はノンプログラムな指導のようだが，その目的は子どもの発達の助成にあり，「学習」「形成」  
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とは区別されているのである。  












⑨評価観の転換   
中内は，雑誌『教育Jの読者の疑問に答えた論考を，1982年11月に発表している17。中内はこ  
の論考で，1960年に明らかにしていた生活綴方の捉え方，すなわち生活綴方は「教科指導と生活  
指導という二つのかたちですすめられる教師の教育実践を子どもの発達する力 へと転化させると  
ともに，兼ねて後者を前者へと転生させることによって教育実践の再生と改革をはかるしごと」  















である。   
これに基づいて，到達度評価・目標運動は，生活綴方のとりわけ「作品評価」を，科学化・体  
系化した上で，そのⅢ能力主義』版である相対評価法」とは異なる道を示したものだ，という  
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④指導過程   
このように述べた上で，到達度評価・目標運動と生活綴方の指導過程に共通点を見出している。  
中内によれば，生活綴方の指導過程は，以下のようにまとめられる。  
生活綴方とは，子どもたちに，その生活に取材したひとまとまりの文章を，自分たちの母   
語で，ありのままに書かせ，かつこれを文集にまとめたものを，みんなのまえで，読ませ，  
はなしあわさせる，そして，その結果にもとづいてまた，書かせる，という，かく，よむ，   
のサイクルを発達段階にあわせてくりかえしてゆくことによって，   
（1）教師は，子どもたちをより深く知り，   









生活綴方運動  到達度評価・目標運動   
子どもの学習過程   教師の指導過程   教師の指導過程   
1．生活に取材し、ひとまとま  
りの文章で、ありのままに書く。   
2．（文集にする。）  育課程をつくりかえる。  






わせてくりかえす）   
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度評価・目標運動では，目標設定の過程と指導過程の関係が大きく異なるのである。   
以上の検討より，生活綴方運動と到達度評価・目標運動の相違点の表を作成した。  
表2）生活綴方運動と到達度評価・目標運動との相違点（川地作成）  
生活綴方運動   到達度評価・目標運動   
年代   1930年代   1960年代以降   
教材  教材は文集である。教材づくりの主体は子ど  教師が教育的価値を見出した目標内容  
もであり、子どもが書き、子どもが編集する。  と、子どもの生活および子どもの発達  
もしくは教師が編集する。教材には子どもの  段階との関係から、教師が選び、つく  
生活経験（形成過程）が含まれる。   ったもの。   
目標づくり  書く、読む、討論するという過程を通じて、  教師の子ども把握、生活把握、文化観、  







次の指導目標を把握する。   
指導過程と教  教材づくり、目標づくりと一体。ただし、教  教材づくり、目標づくりと指導過程は   
材づくり・目標  師集団による「作品研究会」は指導過程とは  別である。教師が選び、またはつくっ   
づくりの関係  別である。   た教材を使用して、「目標の共有化」  
が行われるのが指導過程である。   
子どもの表現  綴方を読むことによって、子どもが生活経験  あくまで目標との関係で、子どもが何  
の何に取材し、その中でいかなる悩みや不安  に注目し、どのように認識をつくり変  
をもち、内面をつくりかえているか（形成過  えているかを知ろうとすることに主眼  
程）を知ることができる。子どもの自己評価  
を促すことができる。   







価・目標運動は，綴方教師がやった方法上の遺産を受け継いで行くべきだというのである。   
では，綴方教師の方法上の遺産とは，具体的に何を指しているのだろうか。これについて，相  











ニ 生活綴方の規定変更後の生活綴方と到達度評価・目標運動の関係  





性括綴方は，］同時代の日本に広くみられた労働児童（綴方教師のいう「小労働者，小百   
姓」）たちの児童労働がかれらの心身に刻み込む人間形成力を，自身の労働の事実に取材す   
る母語での文章表現指導を通してかれらの自立の能力の獲得過程へと転化させてゆこうとし   
たものであった。……［生活綴方運動は］厳密には「教育」運動のひとつというふうにみるべ   
きものではなく，このカテゴリーの外側に「はみでた」31ところに「形成」過程を対象にし   
て組織された人間形成活動とみるべきものということになってくるだろう。これを「教育制   
度」である小学校の教室空間に組織したために「教育」運動であるかのようにみえたのだが，   
じつは，一九三○，四○年代日本社会が内包していた子どもの「形成」過程を学校の教室を   
舞台に選んで教育的に組織しようとしたものであり，そうすることによって，当時の小学校   
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した国分は，その普遍性への志向と子どもの認識と表現の リアリズムを育てることが子どもの形  
成の世界を確かなものにするとの確信によって41，歴史的・社会的制約の中で，綴方は表現技術  

















こともできるのである。   
この観点からすれば，到達度評価・目標運動における総括的評価と，生活綴方における討論が，  
それぞれ子どもたちに目標を示して励ましを与える点で共通しているという論法も，そのときに  
－177－   
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